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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は，日本手話（以下JSL）において，目的語が音形を持たない文（以
後，現象として「目的語省略文」）の派生を明らかにすることであった。同種の文に関する音声言語における主
な統語分析としては，(i)動詞を繰り上げ後，vP（動詞句）を削除する「動詞残留型VP削除分析」と(ii)目的語
だけを削除する「項削除分析」があげられる。本研究では，VP様態副詞の非手指形態素（NM形態素）の動詞への
波及に注目し，その動詞への波及にかかる条件「線状的隣接性条件」を提案した。この条件を満たした上で，目
的語省略文の派生を考えると，目的語省略文の派生に関する分析としては，「項削除分析」が妥当であると結論
づけた。

研究成果の概要（英文）：  This project has explored the derivation of object dropping sentences in 
Japanese Sign Language, in which the object does not have a phonetic form.  The main syntactic 
analyses in spoken languages for this type of constructions are: (i) "verb stranding vP ellipsis 
(VSvPE) analysis," in which the vP (verb phrase) is deleted after the verb moves out of the 
elliptical domain (vP), and (ii) "argument ellipsis ("AE") analysis," in which only the argument is 
deleted.  We focused on spreading phenomena of non-manual morphemes (NM morphemes) of VP-manner 
adverbs to verbs, and proposed a condition on the spreading of NM morphemes: the linear adjacency 
condition on NM morpheme spreading of manner adverbs. Considering the derivation of object dropping 
sentences under this condition, we concluded that the "AE" analysis is more appropriate than the "
VSvPE" analysis for the derivation of object dropping sentences in JSL.

研究分野： 言語学，統語論

キーワード： 手話言語学　項削除　動詞句削除　手指　非手指　形態素　同時性　外在化

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
  JSLの生成統語論研究は，音声言語のそれと比べ記述的にも世界の手話言語研究に遅れをとっている。従っ
て，JSLのネイティブサイナーとの協働調査の下，「目的語省略文」における言語事実を記述することは学術資
料としても大変重要である。また，本研究は音声言語にはない，手話言語特有の「同時外在性」に着目し，非手
指形態素の外在化の事実を丹念に観察し，新たな視点からの分析を提案できたところに意義がある。また, ろ
う・聴の研究者が共に集い，議論できるコロキアムを開催する中で，ろう者への情報保障を意識した運営を実施
できたことは，さらなるバリアフリーの学術交流に向け，充分な社会的意義があったと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
  (1)に示した目的語を欠いている文（以後、現象として「目的語省略文」と呼ぶ）は，音声言
語においては，生成統語論の枠組みで様々な分析が提案されてきた。主な分析としては，①動詞
残留型動詞句削除（Verb-Stranding vP Ellipsis）分析（以後，VSvPE 分析）：Otani & Whitman 
1991, Funakoshi 2011, 2012, 2016, 2017 他)，②項削除(Argument Ellipsis)分析（以後，AE
分析：Oku 1998, Takahashi 2008, Sakamoto 2017 他）などがあげられる。 
 
(1) ⽥中は 昨⽇ ⾞を 丁寧に 洗ったが，佐藤は △  洗わなかった。 

 
しかしながら，日本手話（以後，JSL）の当該相当文の生成統語論研究としては，Sakamoto and 
Matsuoka (2016)(口頭発表)の VSvPE 分析の提案がほぼ唯一の研究という状態であった。 
 
２．研究の目的 
 本研究課題の目的は以下の 3つであった。(i) (1)の文に相当すると考えられる JSL の(2a, b)
が，どのような統語的・形態的特性（事実）を有するのか，JSL のネイティブサイナーとの協働
調査の下，記述すること。(ii) (2b)の派生には，どのような分析が妥当であるのかを明らかに
すること。(iii)本研究の成果をろう者・聴者が共に共有できる形で社会へ発信すること。 
 
(2) a.          TOPIC                                    CAREFULLY 

／TANAKA   YESTERDAY   CAR   CAREFULLY    WASH   PTTANAKA／ 
   ‘田中は昨日車を丁寧に洗った’ 
    b.        TOPIC                  NEG 

／SATO   △   WASH  NEG   PTSATO／  
‘(lit.) 佐藤は洗わなかった’ 

 
３．研究の方法 
 手話言語には，音声言語にない「同時外在化」という特性がある。音声言語では，外在化器官
が，音声しかないため，複数の形態素を同時に表出することができない。すなわち，時間軸上に
線状に並べて表出するしかない。一方，手話言語には，外在化器官が手指，非手指（眉，口の形，
頭の動き，顔の向き，肩の動き，上半身の傾きなど）複数存在し，それらにより，異なる形態素
を同時に表出することができる。本研究では，VP 様態副詞の非手指形態素の動詞への波及を手
がかりに，日本手話の目的語省略文の分析に関して，上記②の項削除(AE)分析が妥当であること
を示した。 
 
４．研究成果1 
音声言語の VP 様態副詞(以後，様態副詞)「丁寧に」に相当すると思われる JSL の語は，手指

形態素 CAREFULLY と非手指形態素／       CAREFULLY／（口角の緊張，目細め，眉しかめ）から
なる(3)。手話言語では，副詞の非手指形態素が他の文要素と同時に現れることが多いことが広
く報告されており（Sandler and Lillo-Martin 2006，岡・赤堀 2011），日本手話においても, 
(4a,b)のように様態副詞の非手指形態素を動詞へ波及させ，動詞と同時に表出することが可能
である。 
 

(3)               CAREFULLY       ß   ⾮⼿指形態素 
／CAREFULLY ／         ß  ⼿指形態素 

(4) a.              TOPIC                                              CAREFULLY 
／TANAKA   YESTERDAY   CAR   CAREFULLY    WASH   PTTANAKA／ 

   ‘田中は昨日車を丁寧に洗った’ 
b.              TOPIC                                                             CAREFULLY 

／TANAKA   YESTERDAY   CAR                   WASH   PTTANAKA／ 
 

上田・内堀(2019, 2021a)では，下記(5a-c)の対比から，この種の JSL の様態副詞に関して，
一見中心的と思われる手指形態素／CAREFULLY／はその外在化に対し任意要素で，むしろ非手指
形態素／       CAREFULLY／の方が義務的要素であることを示した(5a,b)。ただし，当該非手指形
態素は拘束形態素で何らかの手指形態素と同時に外在化されなければならないことも示した

 
1 本研究は愛媛地方出身の JSL ネイティブサイナーへの調査に基づく。また，本研究課題においては，当

初 RS（ロールシフト，リファレンシャルルシフト）の実態が不明な点が多く，観察が複雑になると考え，

RSを全て外した調査・記述を行ったが，協働調査を行うネイティブサイナーの助言を受け，現在進行中の

基盤(C)（研究課題番号:21K00528）において，RSを含めた調査・記述を行っている。 



(5a,c)。 
 

(5) a.              TOPIC                                                            CAREFULLY 
／TANAKA   YESTERDAY    CAR                  WASH   PTTANAKA／  

b.*            TOPIC  
／TANAKA   YESTERDAY   CAR   CAREFULLY   WASH   PTTANAKA／ 

c. *           TOPIC                                  CAREFULLY 
／TANAKA   YESTERDAY   CAR                    WASH   PTTANAKA／ 
 

さらに，上田・内堀（2019, 2021a）では，(4b)や(5a)に見られる様態副詞の非手指形態素の
動詞への波及可能性に対し，(7a-c)の観察から，(6)「VP 様態副詞の非手指形態素の外在化にお
ける線状的隣接性条件」(以後，「線状的隣接性条件」)を提案した。 
 

(6) VP 様態副詞の⾮⼿指形態素の外在化における線状的隣接性条件 
VP 様態副詞の⾮⼿指形態素の動詞への波及は，様態副詞の⼿指形態素と動詞が線状的に隣
接していなければならない。	 	
 

(7) a.               TOPIC                                                CAREFULLY 

／TANAKA   YESTERDAY   CAR   CAREFULLY   WASH   PTTANAKA／ 
   ‘田中は昨日車を丁寧に洗った’ 

b.*            TOPIC                         CAREFULLY             CAREFULLY 

／TANAKA   YESTERDAY   CAREFULLY   CAR   WASH   PTTANAKA／ 
c. *           TOPIC                                                    CAREFULLY 

／TANAKA   YESTERDAY    CAREFULLY   CAR   WASH   PTTANAKA／ 
 

この「線状的隣接性条件」が正しいとすると，(8a)(=(4b),(5a))のように様態副詞の手指形態
素は表出されず，非手指形態素のみが動詞に波及している場合も，(8b)が示すように，音形を持
たない手指形態素が存在していると考えられる2。 
 
(8) a.               TOPIC                                                           CAREFULLY 

／TANAKA   YESTERDAY   CAR                  WASH   PTTANAKA／  
b.               TOPIC                                                              CAREFULLY 

／TANAKA   YESTERDAY   CAR   CAREFULLY     WASH   PTTANAKA／  
                                            音形Æ 
 
上田・内堀(2019, 2021a)では，上記までに見た様態副詞の非手指形態素の動詞への波及およ
びそれに課される条件「線状的隣接性条件」を用いて，(2b)の JSL の目的語省略文には，上記②
AE 項削除(AE)分析が妥当であることを主張した。 
 項削除の証拠１としては，(9b)(=(2b))には，様態副詞の解釈がないことがあげられる。副詞
解釈がないことは，(9a,b)の後に(9c)をつなげて発話するのは文脈上不自然であるとの JSL ネ
イティブサイナーの判断により示される（％は文脈的つながりが受け入れられないことを示す）。 
 
(9) 【⽂脈】 ⽥中と佐藤は同じタクシー会社で働いているタクシードライバー。この会社では，

ドライバーが⾃分の⾞を清掃することになっている。⽥中と佐藤の上司が⽥中と佐藤の清
掃振りを社⻑に報告している。（⽥中と佐藤はここにはいない。） 
a.          TOPIC                                    CAREFULLY 

／TANAKA   YESTERDAY   CAR   CAREFULLY    WASH   PTTANAKA／ 
   ‘田中は昨日車を丁寧に洗った’ 

b.        TOPIC                  NEG           ‘  佐藤は車を洗わなかった’ 
／SATO   △   WASH  NEG   PTSATO／ ‘*佐藤は車を丁寧に洗わなかった’  

        c. ％                           ROUGHLY 
    ／ROUGHLY   WASH   PTSATO／ ‘(佐藤は）雑に洗った’ 
 

さらに, (10b)のように動詞 WASHに様態副詞の非手指形態素 ／     CAREFULLY／を波及させれば，

文脈上の不自然さはなくなることも確認した。 

 
(10) a.           TOPIC                                    CAREFULLY 

／TANAKA   YESTERDAY   CAR   CAREFULLY    WASH   PTTANAKA／ 
  ‘田中は昨日車を丁寧に洗った’ 

 
2 前述したように，様態副詞の非手指形態素が拘束形態素だとすれば，手指形態素が外在化されなけれ

ば，非手指形態素も外在化されず，波及した動詞とのみ同時に表出されることとなる。 



     b.        TOPIC               CAREFULLY     NEG 
／SATO   △   WASH             NEG   PTSATO／‘佐藤は丁寧に車を洗わなかった’ 

     c.                                  ROUGHLY 
／ROUGHLY   WASH   PTSATO／ ‘（佐藤は）雑に洗った’ 
 

(9)-(10)の対照性により，目的語省略文においては，動詞に様態副詞の非手指形態素が波及され

外在化されていなければ，様態副詞の解釈は生じないということがわかる。(9b)に様態副詞の解

釈がないという事実は，①VSvPE 分析では説明できない。一方，②AE 分析は，項のみが削除され

るため，副詞解釈がないことは容易に説明できる。 

 証拠２は，(9b)の動詞 WASHの代わりに，代動詞／DO／(／やる／)が現れた時の解釈の違いで

ある。(9b)と異なり，(11b)は様態副詞の解釈の有無に関して２通りの解釈が可能となる。 

 
(11) a.          TOPIC                                    CAREFULLY 

／TANAKA   YESTERDAY   CAR   CAREFULLY    WASH   PTTANAKA／ 
   ‘田中は昨日車を丁寧に洗った’ 

b.        TOPIC                  NEG                    ‘✔佐藤は車を洗わなかった’ 
／SATO   △   DO  NEG   PTSATO／ ‘✔佐藤は車を丁寧に洗わなかった’ 
 

この副詞解釈の有無の対照性は，一般動詞を伴う(9b)では項削除が，代動詞／DO／を伴う(11b)

では様態副詞を含む動詞句(vP)削除が関与していると考えれば容易に説明される。言い換えれ

ば，削除領域が項（NP）の大きさの場合には，結果的にそのまま動詞が残り，(9b)のように外在

化することになる。もちろん，動詞に波及が様態副詞が生じていなければ様態副詞解釈も生じな

い。(12)がそれぞれの部分的派生構造である3。 
 
(12) a. 項削除 (=(9b))                                                b.  項削除 (=(10b)) 

       TOPIC                  NEG                  TOPIC        CAREFULLY     NEG   
／SATO  △ WASH NEG  PTSATO／    ／SATO  △ WASH         NEG  PTSATO／ 

   ‘ ✔ 佐藤は車を洗わなかった’                       ‘   * 佐藤は車を洗わなかった’ 
   ‘   * 佐藤は車を丁寧に洗わなかった’              ‘ ✔ 佐藤は車を丁寧に洗わなかった’ 
             wo                                                        wo  
                      vP                    NEG                                                      vP                    NEG 
            ei                                                              ei 
            NP               vP                                                             NP                  vP 
           CAR    ei                                                 CAR      ei 
           àÆ    tSUBJ               …                                                àÆ     tSUBJ                 … 
                                   ei                                                              ei 
                                  VP                 v                                                              VP                  v 
                        ei                                                            ei 
                       tOBJ                 V                                                         Adv.P                …✔線状的隣接性条件 

WASH                                             CAREFULLY ei 
                                                                                                                     tOBJ                 V  
                                                                                                                                             WASH 
上記(7b,c)にあげた「副詞−目的語−動詞」の語順((13)として再録)において，様態副詞の非手指

形態素の波及が許されないのは,(7)の語順は，object shift が生じていない状態であり，その

結果，「線状的隣接性条件」に抵触し，外在化の際に形態的に許されないと説明される。 
 
(13) a.*            TOPIC                         CAREFULLY             CAREFULLY 

／TANAKA   YESTERDAY   CAREFULLY   CAR   WASH   PTTANAKA／（＝（７b）） 
b. *           TOPIC                                                    CAREFULLY 

／TANAKA   YESTERDAY    CAREFULLY   CAR   WASH   PTTANAKA／（＝（７c）） 
                                vP                                                       
                     ei                                               
                    tSUBJ      ei                                                                       
                                VP                  v 
                      ei                                                             
             Adv.P       ei   
    CAREFULLY     NP         V 
         CAR             WASH 
                           *線状的隣接性条件 

 
3 上田・内堀(2019. 2021a)では，目的語は object shift を生じているとのみ述べたが，上田・内堀

(2021b)および現在進行中の基盤(C)（研究課題番号:21K00528）において，RS（ロールシフト・レファレ

ンシャルシフト）を含めた調査・記述の中で，この目的語の移動に関するより詳細な提案を行っている。 



一方で，削除領域が動詞句（vP）の場合は，動詞句内のすべての要素が削除されるため，動詞へ

の波及の有無に関わらず，様態副詞を元の動詞句が含んでいれば，副詞解釈が可能となる。そこ

では，英語の do-挿入と同様に，動詞句外にある主要部の持つ何がしかの拘束形態素を満たすべ

く，最後の手段として，／DO／（／やる／）が挿入され，代動詞として外在化されると考えら

れる。(14a,b)がその 2通りの解釈の部分的構造である。 
 
(14)          TOPIC             NEG                   

／SATO  △ DO NEG  PTSATO／         
a. 動詞句削除 (= (11b))： 解釈１                     b.  動詞句削除 (=(11b))：解釈２ 

    ‘  佐藤は車を洗わなかった’                         ‘  佐藤は車を丁寧に洗わなかった’ 
             wp                                                        wo  
                      vP                      NEG                                                     vP                       NEG 
            ei                                                              ei 
            NP               vP                     ／DO  ／挿入                 NP                  vP     ／DO  ／挿入 
           CAR    ei                                                 CAR      ei 
                      tSUBJ               …                                                            tSUBJ                 … 
                                   ei    àÆ                                                  ei 
                                  VP                 v                                                              VP                  v   àÆ 
                        ei                                                            ei 
                       tOBJ                 V                                                         Adv.P                … 

WASH                                             CAREFULLY ei 
                                                                                                                     tOBJ                 V  
                                                                                                                                             WASH 
 

生成統語論研究において，この語彙動詞と代動詞の対照に関する本研究結果の示唆するもう

一つの重要な点は，本分析が正しければ，JSL では動詞(V)の主要部移動は生じてないというこ

とになる。②AE 分析を支持するだけでなく，VtoT 主要部移動がないとする分析は，JSL の目的

語省略文に関する生成統語論研究では初出と言える。Sakamoto and Matsuoka(2016)および坂本

(2023)では，動詞の主要部移動を前提とする①VSvPE 分析を支持している点で異なる。本研究は，

音声言語にはない同時外在化現象である VP 様態副詞の非手指形態素の動詞への波及から JSL の

省略文分析に新たな可能性を提案した。 

上記研究成果を受け，CL の種類に注目して，JSL の CL 動詞文における削除現象についても検

討している（上田・内堀 2021b）。 

 以上の研究成果を含む，本研究課題の成果を，ろうと聴の研究者が共に集い，学術情報を共有

する場を設け，社会へ還元・配信することも目的の１つであった（上記研究目的(iii)）。その試

みとして，以下を実施した。1)慶應言語学コロキアム『言語学的アプローチによる手話研究の現

在』を開催し,ろう・聴の講師を迎え，それぞれの研究発表の後，ろう・聴の参加者が日本手話

の通訳を介して質疑応答や意見交換を行なった（令和 3年 3月 20日，慶應義塾大学:Zoom開催）。

2)本研究課題の成果発表の際には，ろうの参加者に向けての情報保障をできる限り試みた。本研

究課題の成果発表の全てに手話通訳をつけ，可能な範囲で字幕・口述筆記をつけた。 
 今後の研究課題としては，本研究課題で取り上げた，VP 様態副詞の非手指形態素の波及の可
能性を RS の表出との関係も絡めて，記述・分析していく必要があり，その上で，JSL の文要素
の省略についてさらなる検討が望まれる。その一部は既に開始され，口頭発表している(脚注 2, 
3参照)。 
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